


個別学習
（希望制）

多変量解析法を実務で活用する際の疑問点や、多変量データを解析する際につまずいている点等を受講生の皆様にお寄
せいただき、データ解析のプロセスを講師がマン・ツー・マンで解説する個別学習を行います（希望制）。

●治療介入と治療結果の多変量解析法解釈 　　　●前面衝突における安全性能のサンプル特徴づけおよび分類
●オートマチックトランスミッション騒音低減 ●新規意匠開発の取り組み
●受注数のパターン層別 ●市販の嗜好調査結果の構造解析
●いきいきKIP向上 ●切削加工のメカニズム解明

① 前提知識が不安な初心者の方のために、テキストを事前にお送りして予習いただきます。
②データに基づく問題解決プロセスに則して、必要な理論や統計量の読み方・使い方を記載したテキストを用います。
また講義の他に演習とグループ討論を行う事で、問題解決力を養成いただけます。

③データ解析の繁雑さを緩和するために、専用ソフト（JUSE-StatWorks）を用いて解析を行います。使用するソフトの
試供版をご提供します。

① 時代のニーズに即した実践的な手法や考え方を、パソコンを用いた演習を行うことで習得できます。
② 前期・後期２つのテーマの受講、またはどちらかのテーマだけの選択受講が可能です。
③ 演習で使用するソフトの試供版（JUSE-Statworks V5.0（MAコース活用編））を提供します。
④ 講義終了後、セミナー参加者への特典として個別指導（希望制）を実施します。

多変量解析法セミナー入門コース 多変量解析法セミナー活用コース
　多変量解析法の基本的な知識を習得していただくと共に、その問題解決プロセスにおける機能を体得して頂く
コースです。多変量解析法の各種手法の中から、不確実な将来を予測し、制御するための方法論と、複雑なデータ
の構造を完結に要約し理解するための方法論を、問題解決事例の中で学ぶという方法をとっており、QC検定２級
から１級に対応するものとなっています。また、一人一台パソコンを活用し、現実の問題に直結したデータ解析を
通じて受講生自らが考える参加型演習を実施することにより、手法の考え方・使い方を効率的に習得できます。QC
検定３級程度のQC手法の知識を前提にしています。

　ビッグデータのビジネスへの有効活用の重要性が再認識されています。データを正しく分析してビジネス提案が
できる人材、すなわちデータサイエンティストの育成が急務です。本セミナーは経験豊富な一流の講師陣が、企業
の方々を対象にしてプロの多変量解析の手法をロジックと事例を通じて解説します。更に参加者の理解を深めるた
めに実践的な演習を通じて、即戦力になることを主眼としたカリキュラムとなっています。研究・開発部門では製
品実現のための実験データの解析、製造部門ではバラツキ改善のための工程データの解析、企画部門では調査デー
タの解析など、あらゆる分野でデータ解析を自在に応用する能力を身に着けることができます。今回は、ＡＩによ
る機械学習では一般解が得られていないデータから現象の因果構造を探る方法に焦点を当てて、前期（グラフィカ
ルモデリング（GM））と後期（因果分析（SEM））の２つの関連するテーマを設定しました。初めて使ってみたい
方も、ソフトウェアを買って実際に自分のテーマで使ってみて、しっくり行かなかった経験のある方も受講してみ
てください。目からうろこの話が数多く用意されています。必要性と予備知識に応じて、前期・後期とも、あるい
はどちらか一方のみの参加を選択いただけます。多 変 量 解 析 法
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多変量解析法セミナー入門コース　概要図

コースの特徴

第１回
（通算９１回）

第２回
（通算９２回）

2020 年  6月１日（月）～ ２日（火）
　　　　  6月 29日（月）～ 30日（火）
2020 年10 月５日（月）～ ６日（火）
　　　　11 月18 日（水）～ 19 日（木）

１日目

２日目

多変量解析の手引き、単回帰分析の活用
重回帰分析の入門、演習１：StatWorksの基本操作

多変量解析手法を連携活用の利点と応用場面、多変量解析手法の連携
グループ演習（つづき）、各グループの結果発表と質疑応答

宿題解説、グラフィカル表示、主成分分析と因子分析
クラスター分析、演習３：StatWorksを用いた多変量解析、グループ演習：嗜好調査データの多変量解析

重回帰分析の活用
演習２：製品寿命予測と決定、その他の手法

期
　
前

期
　
後

日 講　　義　　内　　容

多変量解析法セミナー指導講師一覧（敬称略・五十音順・2020年３月現在）

日　程

カリキュラム

日本科学技術連盟・本部、東高円寺ビル会　場
多変量解析法を基礎から習得したい方対　象

91,000円（一般）／ 84,000円（賛助会員）参加費
（税抜）

9：20～18：00

9：30～17：00

３日目

４日目

9：20～18：00

9：30～17：00

椿　　広計 大学共同利用機関法人　情報・システム研究機構理事　統計数理研究所　所長

安藤　雅和 千葉工業大学　社会システム科学部　金融・経営リスク科学科　教授
飯田　一郎 神戸山手短期大学　生活学科　教授
黒木　　学 横浜国立大学　大学院　工学研究院　教授

小島　隆矢 早稲田大学　人間科学学術院　人間科学部　教授
廣野　元久 ㈱リコー　ＨＣ事業本部　品質保証・薬事推進室　室長
渡辺　美智子 慶応義塾大学　大学院　健康マネジメント研究科　教授

従来の回帰分析では不十分であった、各説明変数間の因果関係を
明らかにするため、パス図を用いた解析を紹介します。

変数間の時間的順序関係や因果関係を明らかにするため、無向グラ
フによる仮説の立案に始まり、 有向グラフによる探索的な仮説検証
のステップを紹介します。
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フルモデルとの比較：逸脱度＝18.487　自由度＝35　p値＝0.9901
適合度指標：NFI＝0.968
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コースの特徴

参加費
（税抜）

会　場 日本科学技術連盟・本部（東京・西新宿）

対　象 多変量解析法セミナー入門コース修了と同等レベルで、
相関分析・回帰分析・主成分分析の基本が理解できている方

（1）全日程通して参加
　　92,500円（一般）／ 86,000円（賛助会員）
（2）前期・後期どちらかのみ参加
　　50,000円（一般）／ 43,000円（賛助会員）

カリキュラム

GMの基礎、疑似相関と偏相関、無向グラフ
StatWorks（SEM　因果分析編）を用いた演習、個別学習（希望制）

GMによる因果探索の実際
StatWorks（SEM　因果分析編）を用いた演習、個別学習（希望制）

因果モデルとパス解析、直接効果・間接効果・総合効果
StatWorks（SEM　因果分析編）を用いた演習、個別学習（希望制）

SEMによる因果分析の実際（午前のつづき）
StatWorks（SEM　因果分析編）を用いた演習、個別学習（希望制）

期
　
前

後
期
　

2021年1月18日（月）

2021年1月19日（火）

2021年2月15日（月）

2021年2月16日（火）

相関関係と因果関係
回帰分析による因果への接近

無向グラフから有向グラフ
GMによる因果探索の実際

因果分析の作法
因果分析とパスダイアグラム

SEMによる因果分析の実際

午　　前日 午　　後

9：20～17：30

9：30～16：30

9：20～17：30

9：30～16：30

【これまでに下記のテーマが寄せられました】

◎は運営委員長



個別学習
（希望制）

多変量解析法を実務で活用する際の疑問点や、多変量データを解析する際につまずいている点等を受講生の皆様にお寄
せいただき、データ解析のプロセスを講師がマン・ツー・マンで解説する個別学習を行います（希望制）。

●治療介入と治療結果の多変量解析法解釈 　　　●前面衝突における安全性能のサンプル特徴づけおよび分類
●オートマチックトランスミッション騒音低減 ●新規意匠開発の取り組み
●受注数のパターン層別 ●市販の嗜好調査結果の構造解析
●いきいきKIP向上 ●切削加工のメカニズム解明

① 前提知識が不安な初心者の方のために、テキストを事前にお送りして予習いただきます。
②データに基づく問題解決プロセスに則して、必要な理論や統計量の読み方・使い方を記載したテキストを用います。
また講義の他に演習とグループ討論を行う事で、問題解決力を養成いただけます。

③データ解析の繁雑さを緩和するために、専用ソフト（JUSE-StatWorks）を用いて解析を行います。使用するソフトの
試供版をご提供します。

① 時代のニーズに即した実践的な手法や考え方を、パソコンを用いた演習を行うことで習得できます。
② 前期・後期２つのテーマの受講、またはどちらかのテーマだけの選択受講が可能です。
③ 演習で使用するソフトの試供版（JUSE-Statworks V5.0（MAコース活用編））を提供します。
④ 講義終了後、セミナー参加者への特典として個別指導（希望制）を実施します。

多変量解析法セミナー入門コース 多変量解析法セミナー活用コース
　多変量解析法の基本的な知識を習得していただくと共に、その問題解決プロセスにおける機能を体得して頂く
コースです。多変量解析法の各種手法の中から、不確実な将来を予測し、制御するための方法論と、複雑なデータ
の構造を完結に要約し理解するための方法論を、問題解決事例の中で学ぶという方法をとっており、QC検定２級
から１級に対応するものとなっています。また、一人一台パソコンを活用し、現実の問題に直結したデータ解析を
通じて受講生自らが考える参加型演習を実施することにより、手法の考え方・使い方を効率的に習得できます。QC
検定３級程度のQC手法の知識を前提にしています。

　ビッグデータのビジネスへの有効活用の重要性が再認識されています。データを正しく分析してビジネス提案が
できる人材、すなわちデータサイエンティストの育成が急務です。本セミナーは経験豊富な一流の講師陣が、企業
の方々を対象にしてプロの多変量解析の手法をロジックと事例を通じて解説します。更に参加者の理解を深めるた
めに実践的な演習を通じて、即戦力になることを主眼としたカリキュラムとなっています。研究・開発部門では製
品実現のための実験データの解析、製造部門ではバラツキ改善のための工程データの解析、企画部門では調査デー
タの解析など、あらゆる分野でデータ解析を自在に応用する能力を身に着けることができます。今回は、ＡＩによ
る機械学習では一般解が得られていないデータから現象の因果構造を探る方法に焦点を当てて、前期（グラフィカ
ルモデリング（GM））と後期（因果分析（SEM））の２つの関連するテーマを設定しました。初めて使ってみたい
方も、ソフトウェアを買って実際に自分のテーマで使ってみて、しっくり行かなかった経験のある方も受講してみ
てください。目からうろこの話が数多く用意されています。必要性と予備知識に応じて、前期・後期とも、あるい
はどちらか一方のみの参加を選択いただけます。多 変 量 解 析 法
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多変量解析法セミナー入門コース　概要図

コースの特徴

第１回
（通算９１回）

第２回
（通算９２回）

2020 年  6月１日（月）～ ２日（火）
　　　　  6月 29日（月）～ 30日（火）
2020 年10 月５日（月）～ ６日（火）
　　　　11 月18 日（水）～ 19 日（木）

１日目

２日目

多変量解析の手引き、単回帰分析の活用
重回帰分析の入門、演習１：StatWorksの基本操作

多変量解析手法を連携活用の利点と応用場面、多変量解析手法の連携
グループ演習（つづき）、各グループの結果発表と質疑応答

宿題解説、グラフィカル表示、主成分分析と因子分析
クラスター分析、演習３：StatWorksを用いた多変量解析、グループ演習：嗜好調査データの多変量解析

重回帰分析の活用
演習２：製品寿命予測と決定、その他の手法

期
　
前

期
　
後

日 講　　義　　内　　容

多変量解析法セミナー指導講師一覧（敬称略・五十音順・2020年３月現在）

日　程

カリキュラム

日本科学技術連盟・本部、東高円寺ビル会　場
多変量解析法を基礎から習得したい方対　象

91,000円（一般）／ 84,000円（賛助会員）参加費
（税抜）

9：20～18：00

9：30～17：00

３日目

４日目

9：20～18：00

9：30～17：00

椿　　広計 大学共同利用機関法人　情報・システム研究機構理事　統計数理研究所　所長

安藤　雅和 千葉工業大学　社会システム科学部　金融・経営リスク科学科　教授
飯田　一郎 神戸山手短期大学　生活学科　教授
黒木　　学 横浜国立大学　大学院　工学研究院　教授

小島　隆矢 早稲田大学　人間科学学術院　人間科学部　教授
廣野　元久 ㈱リコー　ＨＣ事業本部　品質保証・薬事推進室　室長
渡辺　美智子 慶応義塾大学　大学院　健康マネジメント研究科　教授

従来の回帰分析では不十分であった、各説明変数間の因果関係を
明らかにするため、パス図を用いた解析を紹介します。

変数間の時間的順序関係や因果関係を明らかにするため、無向グラ
フによる仮説の立案に始まり、 有向グラフによる探索的な仮説検証
のステップを紹介します。
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フルモデルとの比較：逸脱度＝18.487　自由度＝35　p値＝0.9901
適合度指標：NFI＝0.968

前期：グラフィカルモデリング 後期：因果分析（構造方程式モデリング、共分散構造分析）
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コースの特徴

参加費
（税抜）

会　場 日本科学技術連盟・本部（東京・西新宿）

対　象 多変量解析法セミナー入門コース修了と同等レベルで、
相関分析・回帰分析・主成分分析の基本が理解できている方

（1）全日程通して参加
　　92,500円（一般）／ 86,000円（賛助会員）
（2）前期・後期どちらかのみ参加
　　50,000円（一般）／ 43,000円（賛助会員）

カリキュラム

GMの基礎、疑似相関と偏相関、無向グラフ
StatWorks（SEM　因果分析編）を用いた演習、個別学習（希望制）

GMによる因果探索の実際
StatWorks（SEM　因果分析編）を用いた演習、個別学習（希望制）

因果モデルとパス解析、直接効果・間接効果・総合効果
StatWorks（SEM　因果分析編）を用いた演習、個別学習（希望制）

SEMによる因果分析の実際（午前のつづき）
StatWorks（SEM　因果分析編）を用いた演習、個別学習（希望制）

期
　
前

後
期
　

2021年1月18日（月）

2021年1月19日（火）

2021年2月15日（月）

2021年2月16日（火）

相関関係と因果関係
回帰分析による因果への接近

無向グラフから有向グラフ
GMによる因果探索の実際

因果分析の作法
因果分析とパスダイアグラム

SEMによる因果分析の実際

午　　前日 午　　後

9：20～17：30

9：30～16：30

9：20～17：30

9：30～16：30

【これまでに下記のテーマが寄せられました】

◎は運営委員長




